
小さ
くて
も元気

で明るい輝きのあるま

ち

町報

Ｎｏ.504

3月
2013

今月号の
主な内容

■特集　冬コンin奥大山
■消防団等地域活動表彰を受賞
■狂犬病予防注射をうけましょう
■まちの教育
■日野郡のエコツーリズム

…………………………2～3
…………………4
…………………6

…………………………………8～11
…………………14～15

■まちの人口　3,351人（－６）
男　1,566人（－２）
女　1,785人（－４）

■世帯数　　1,122世帯（－１）

2月末現在（　　）は前月比

▲餅つきに挑戦する子どもたち
　撮影 : 山根康雄氏 ( 新道 )

2月16日、防災・情報センターで

子どもたちからお年寄りまで多く

の町民が集まり、親睦を深めなが

ら餅つきを楽しみました。
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特集　冬コン in 奥大山

若い力！光る行動力！若い力！光る行動力！

2月10日(日)、エバーランド奥大山で
青年団が開催
2月10日(日)、エバーランド奥大山で
青年団が開催

　本
誌
「
町
報
こ
う
ふ
」
９
月
号
・
「
ま

ち
の
話
題
」
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
た
記

事
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

　江
府
町
青
年

団
員
の
若
者
の
思
い
を
発
端
と
し
て
、
江

府
町
で
の
「
街
コ
ン
」
企
画
が
始
動
し
た

―
―

と
い
う
記
事
で
す
。
街
コ
ン
開
催
へ

向
け
て
の
初
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
子
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
取
材
も
入
り
、
「
東
京
☆
カ
ワ
イ

イ
Ｔ
Ｖ
」
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
番

組
は
、
町
内
で
も
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て

頂
い
た
よ
う
で
す
。

　江
府
町
と
い
う
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
は
、や
は
り
雪
。町
内
に
あ
る
ス
キ
ー

場
で
「
冬
コ
ン
」
を
開
催
し
よ
う
！
そ
う

決
め
た
江
府
町
青
年
団
の
団
員
た
ち
で
し

た
が
、
事
は
そ
う
簡
単
に
は
進
み
ま
せ
ん
。

町
を
賑
わ
せ
る
た
め
の
熱
意
は
あ
れ
ど
も
、

街
コ
ン
企
画
は
誰
に
と
っ
て
も
初
め
て
の

経
験
で
す
。
人
手
は
足
り
る
の
か
、
資
金

は
足
り
る
の
か
、
ど
の
く
ら
い
の
人
が
注

目
し
参
加
し
て
く
れ
る
の
か…

。
頭
を
悩

ま
せ
る
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
の
不
安
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
も
自
分
た

ち
で
解
決
し
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
は
、

こ
の
冬
コ
ン
開
催
に
よ
っ
て
青
年
団
員
が

得
た
大
き
な
力
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　中
国
地
方
内
の
駅
や
公
共
施
設
に
チ
ラ

シ
や
ポ
ス
タ
ー
を
送
る
一
方
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
参
加
の
呼
び
か
け
。
一
人
、

ま
た
一
人
と
参
加
申
込
が
届
く
た
び
に
、

団
員
か
ら
は
喜
び
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

江
府
町
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
た
く
さ
ん
の

人
が
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
。
期
待

し
て
く
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
が
頑
張
る

こ
と
で
、
江
府
町
が
も
っ
と
賑
や
か
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
！
団
員
の
意
欲
が
膨
ら

み
ま
す
。

　１
ヶ
月
の
募
集
期
間
終
了
を
待
た
ず
、

参
加
予
約
は
い
っ
ぱ
い
。
参
加
者
か
ら
の

期
待
に
比
例
す
る
よ
う
に
、
団
員
の
気
持

ち
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　最
後
の
不
安
で
あ
っ
た
天
気
も
、
問
題

な
く
解
消
。
雪
の
状
態
も
良
く
、
絶
好
の

ス
キ
ー
日
和
。
三
連
休
の
中
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
会
場
の
奥
大
山
ス
キ
ー
場
は

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

■
江
府
町
を
、
出
遭
い
の
ま
ち
へ

■
参
加
者
募
集

■｢

冬
コ
ン
in
奥
大
山｣

始
ま
り迎えのバスの

中でガイド役
を努める

高津団長。江
府町をPR。



　ま
ず
は
、全
員
参
加
の「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
」。ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
西
洋
版
の
「
か

ん
じ
き
」
。
雪
に
慣
れ
た
江
府
町
民
で
も
な
か
な
か

履
い
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
奥
大
山
の
ブ
ナ
林

の
中
、
新
雪
の
上
を
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
さ
く
さ
く
と

歩
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
江
府
町
の
魅
力
で

あ
る｢

自
然｣

を
ゆ
っ
く
り
と
堪
能
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
が
終
わ
っ
た
後
は
、
ゲ
レ
ン

デ
で
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
。
ス
キ
ー
を
す
る
人
、
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
を
す
る
人
、
雪
像
を
作
る
人
な
ど
、
好
き

な
よ
う
に
ス
キ
ー
場
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
ウ

ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
初
心
者
へ
の
教
授
を
参
加
者
間

で
お
願
い
し
た
り
、
リ
フ
ト
に
乗
る
際
は
男
女
ペ
ア

を
推
奨
し
た
り
す
る
な
ど
、
男
女
の
出
遭
い
の
場
と

し
て
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
抜
か
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　夕
方
、
奥
大
山
ス
キ
ー
場
の
営
業
時
間
が
終
了
し

た
後
は
、
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
を
貸
し
切
り
、
食

事
付
き
交
流
会
の
会
場
に
。
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

の
食
事
は
、
町
内
経
営
の
店
舗
や
団
体
の
協
力
で
実

現
。
青
年
団
員
も
一
端
を
担
い
、
簡
単
な
サ
イ
ド
メ

ニ
ュ
ー
や
ド
リ
ン
ク
を
提
供
し
ま
し
た
。
交
流
会
中

も
ク
イ
ズ
や
ビ
ン
ゴ
、
杵
と
臼
の
本
格
的
な
餅
つ
き

の
実
演
な
ど
で
場
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
の
外
に
は
、
雪
像
、
ス
ノ

ー
キ
ャ
ン
ド
ル
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
電
飾
を
使
っ
た

演
出
が
施
さ
れ
、
冬
コ
ン
参
加
者
に
し
か
見
ら
れ
な

い
、
幻
想
的
な
ゲ
レ
ン
デ
の
景
色
が
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
男
女
で
並
ん
で
歩
く
姿
も
あ
り
、
出
遭
い
の

場
と
し
て
の
冬
コ
ン
の
手
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

■
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
の
な
か
で
は

■
屋
外
で
は
幻
想
的
な
演
出

■
冬
コ
ン
を
無
事
に
終
え
た
青
年
団
長
は

3 平成25年３月号

特集　冬コン in 奥大山

　「
半
年
に
満
た
な
い
準
備
期
間
中
は
毎
週
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
開
き
、
何
度
も
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　冬
コ
ン
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
間
に
も
、
町
内

で
開
催
さ
れ
る
様
々
な
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、

江
府
町
に
若
い
力
の
あ
る
こ
と
を
町
民
の
皆
様
に
見

て
頂
き
ま
し
た
。あ
ち
こ
ち
か
ら
「
青
年
団
、頑
張
っ

て
い
る
ね
」
「
冬
コ
ン
成
功
す
る
と
い
い
ね
」
と
の

声
を
か
け
て
頂
く
た
び
に
、
大
き
な
力
を
分
け
て
頂

く
心
地
で
し
た
。

　今
回
の
冬
コ
ン
開
催
の
た
め
に
、
町
内
の
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
助
力
・
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。篤
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
更
な
る
江
府
町
の
発

展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

応
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。｣

スノー
シュー

体験

からだいっぱいで雪を感じて

雪像つくり

【江府町青年団】
フェイスブック
http://www.facebook.com/kofucho.seinendan
メールアドレス
kofu_seinendan@yahoo.co.jp

新入団員いつでも募集中！
参加資格／江府町在住・在勤・出身など、江府町
　　　　　に関係のある18歳以上の方
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まちの話題

　４
月
８
日
（
月
）
か
ら

14
日（
日
）ま
で
、
江
尾
地

内
を
会
場
と
し
て
、
「
奥

大
山
ひ
な
ま
つ
り
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
１
３｣(

奥
大

山
ひ
な
ま
つ
り
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　江
府
町
文
化
協
会
会
員

を
中
心
と
し
た
実
行
委
員

会
が
「
ま
ち
、
い
っ
ぱ
い

に
ひ
な
か
ざ
り
」
を
合
言

葉
に
、
自
宅
に
保
存
さ
れ

て
い
る
ひ
な
か
ざ
り
の
展

示
を
呼
び
か
け
、
３
回
目

と
な
る
今
年
は
、
約
60
か

所
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　ま
た
、
商
工
会
や
み
ち

く
さ
推
進
会
議
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
物
産
展
や
農
産

物
の
直
売
も
あ
り
ま
す
。

　春
の
雅
を
感
じ
さ
せ
る

ひ
な
人
形
は
み
な
さ
ん
の

目
を
き
っ
と
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
ぶ
ら
り
と
江

尾
の
ま
ち
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

江
府
町
消
防
団

消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
を
受
賞

　江
府
町
消
防
団
は
、
昨
年
度
「
江
府
町
消
防

団
活
性
化
委
員
会
」
を
設
置
し
、
ま
た
４
月
に

は
新
し
く
女
性
分
団
を
結
成
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
促
進
や
幼
年
パ
レ
ー
ド
の
参
加
、
集

落
で
の
初
期
消
火
指
導
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
。

ま
た
、
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
は
優

勝
を
飾
る
な
ど
毎
年
、
優
秀
な
成
績
を
修
め
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
し
ま
し
た
。
表

彰
状
を
手
に
大
岩
団
長
は
、
「
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
消
防
団
と
し
て
、
今
後
も
災

害
に
即
対
応
で
き
る
よ
う
、
ま
た
江
府
町
が
目

指
す
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
消
防

活
動
に
力
を
入
れ
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

江
府
町
合
同
消
防
演
習

訓
練
を
実
施

　３
月
３
日
（
日
）
、
宮
市
原
集
落
に
て
合
同
消
防

演
習
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
10
時
に
宮
市
原
公

民
館
か
ら
出
火
。
南
西
の
風
６
メ
ー
ト
ル
の
影
響
に

よ
り
、
延
焼
拡
大
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
自
衛
消
防

隊
・
消
防
団
・
江
府
消
防
署
が
出
動
し
て
消
防
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
火
災
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
人

を
設
定
し
、
救
出

し
救
急
車
へ
搬
送
。

災
害
時
に
備
え
た

連
携
体
制
や
応
急

対
策
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。
宮
市

原
区
長
の
三
上
義

實
さ
ん
は
「
集
落

で
初
め
て
の
消
防

演
習
訓
練
で
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
で

し
た
が
、
今
日
の

改
善
点
を
今
後
の

安
心
、
安
全
な
地

域
づ
く
り
に
活
か

し

て

い

き

た

い
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

華
麗
に
ま
ち
を
彩
る
ひ
な
か
ざ
り

▲表彰状に笑顔の大岩団長

▲熱心に説明を聞くみなさん

▲消火活動を行う自衛消防団 ▲逃げ遅れた人を救出



5 平成25年３月号

まちの話題

　２
月
14
日
（
木
）
、
日
輪
閣
を
会
場
に
、

大
山
ス
イ
カ
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
ち
合

わ
せ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　江
府
町
か
ら
は
、
み
ち
く
さ
会
員
15
名
が

参
加
し
、
倉
吉
農
業
高
等
学
校
、
関
係
機
関

を
交
え
て
24
年
産
の
反
省
や
25
年
産
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　肥
料
の
や
り
方
な
ど
栽
培
方
法
に
つ
い
て

の
質
問
や
、
県
外
販
売
を
目
標
に
品
質
向
上

対
策
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
協
議
に
先
立
っ
て
、
倉
吉
農
業
高

等
学
校
と
県
立
農
業
大
学
校
に
お
け
る
活
動

成
果
発
表
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

大
山
ス
イ
カ
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

打
ち
合
わ
せ
会
開
催

鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会

　
　消
費
者
講
演
会
が
開
催

 

２
月
８
日
（
金
）
、
江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
鳥
取
県
日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会
消
費

者
チ
ー
ム
主
催
の
消
費
者
講
演
会
「
知
っ
て
防
ぐ
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
黒
坂
警
察
署
の
方
や
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
ズ
サ

ポ
ー
ト
鳥
取
の
消
費
生
活
相
談
員
を
講
師
に
迎
え
、
最

近
の
悪
質
商
法
の
手
口
や
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
野
郡
三
町
の
消
費
者

行
政
担
当
職
員
に
よ
る
ミ
ニ
寸
劇
な
ど
も
あ
り
、
参
加

者
が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

成
功
に
向
か
っ
て

　第
64
回
全
国
植
樹
祭

　
　
　
　
　準
備
が
始
ま
る

　江
府
小
学
校
で
、
放
課

後
の
時
間
を
利
用
し
「
は

じ
ま
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

ダ
ン
ス
の
練
習
が
小
学
校

４
年
生
24
人
、
５
年
生
12

名
を
対
象
に
始
ま
り
ま
し

た
。
練
習
し
て
い
る
下
垣

春
琳
さ
ん
は
、
「
踊
り
は

む
ず
か
し
い
け
ど
、
一
生

懸
命
で
覚
え
て
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
植
樹
祭
を

成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
今
後
岸
本
小
学
校
の

合
同
練
習
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
、
本
番
で
は
す
ば

ら
し
い
演
技
を
き
っ
と
披

露
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

▲熱心に講演を聞く参加者

▲大山スイカの復活に取り組むみなさん
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保健・福祉の  窓

　狂犬病は人間も含むすべての哺乳類に感染し、発症すると筋肉のけいれんやマヒなどを起こし、最後は呼吸障害等
の症状により、ほぼ100%死亡します。
人間の場合、一旦発症してしまうと効果的な治療法はありません。

■当日のお願い
　●できるだけお釣のないようお願いします。
　●犬の状態を事前に確認してください。（接種が出来ない場合があります。）
　●犬に責任を持てる方が連れてきてください。（大人しい犬でも当日、暴れる場合があります。
　●鑑札及び注射済票（24年度）を必ず犬に着けてお越しください。
■その他
　病院で交付される狂犬病予防注射済証・注射済票交付手数料『550円』をもって福祉保健課へお越しください。

■問合わせ先　福祉保健課　☎75－6111

狂犬病予防注射をうけましょう狂犬病予防注射をうけましょう

4月24日

（水）

4月25日

（木）

4月26日

（金）

月　日 時　間 場　所

13：20～13：30

13：40～13：50

14：00～14：05

14：10～14：20

14：25～14：35

14：45～15：00

15：05～15：15

15：20～15：30

13：20～13：30

13：35～13：40

13：55～14：05

14：15～14：20

14：30～14：35

14：45～14：50

15：00～15：10

15：20～15：30

13：00～13：25

13：40～13：45

13：55～14：00

14：05～14：10

14：15～14：20

14：30～14：40

14：55～15：05

15：10～15：20

15：25～15：50

下 安 井 会 館

荒 田 会 館

洲 河 崎 会 館

新 道 会 館

武 庫 会 館

池 の 内 会 館

尾 之 上 原 会 館

日 の 詰 会 館

宮市構造改善センター

宮 市 原 公 民 館

下 蚊 屋 集 会 施 設

小原体験交流施設

美用地区都市農村交流施設

御 机 公 民 館

杉 谷 活 性 化 施 設

貝 田 会 館

明 道 館

下 大 河 原 公 民 館

吉 原 活 性 化 施 設

西 成 公 民 館

袋 原 公 民 館

柿 原 活 性 化 施 設

佐 川 会 館

久 連 集 会 所

江府町総合健康福祉センター

13：10～13：306月12日(水) 江府町総合健康福祉センター

（補足）

新規登録

（登録と注射）

登録済み

（注射のみ）

１頭あたり

の料金

２，４００円注 射 料

５５０円

８０円

注 射 済 票

３，０００円登 録

５，９５０円 ２，９５０円　 計 　

犬 マ ー ク

１，６００円鑑札再交付

・犬を飼い始めたら、30日以内に福祉保健課窓

　口で登録をしましょう。（生後90日以内でも

　登録はできます。）

・犬の所有者はその犬について厚生労働省の定

　めるところにより、狂犬病の予防注射を毎年1

　回受けさせなければならないと定められてい

　ます。

狂犬病予防法について

・未登録、または鑑札を着けていなかった場合、

　20万円以下の罰金に処せられます。

・飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせなかった

　場合、または注射済票を着けていなかった場

　合も、20万円以下の罰金に処せられます。

罰則規定

■実施月日
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保健・福祉の  窓
食

改
おすすめ

チャレンジクッキングチャレンジクッキング

マカロニグラタン
マカロニグラタン  材料（4人分）
マカロニ　　　100ｇ
鶏もも肉　　　100ｇ
玉ねぎ　　　　200ｇ
しめじ　　　　  １房
菜の花　　　　100ｇ
バター　　　　  20ｇ
粉チーズ　　　  適宜
塩、こしょう　  少々
ホワイトソース

　カルシウムは、骨や歯の構成成分としてたいせつなことはも
ちろんですが、生命維持にも欠かせない重要な働きをします。
神経の伝達をスムーズにし､筋肉の収縮などにも関係しています。
　さて、カルシウムの多い食品と言えば牛乳や乳製品を思い浮
かべますが、小松菜、菜の花などの緑黄色野菜や、小魚、大豆、大
豆製品などにも多く含まれています。上手に食べてカルシウム
不足にならないよう心がけましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　（食生活改善推進協議会）

ホワイトソース  材料（4人分）
牛乳　　　　　400ml
バター　　　　  40ｇ
薄力粉　　　　  40ｇ

作り方
①　フライパンにバターを入れ火にかけ溶けたら振るっておいた小麦粉を入れ、すばやく混
　ぜる。（弱火で焦げないように）
②　①に牛乳200ml入れしっかり混ぜる。ひとかたまりになったら残りの牛乳を少しずつ加え
　ながら混ぜる。

作り方
①　マカロニを塩ゆでにしておく。
②　菜の花は塩茹でして２cm長さに切っておく。
③　たまねぎは薄切り、鶏肉は一口大に切り、しめじはほぐしておく。
④　フライパンを火にかけバターを入れて溶かし、玉ねぎを色が付くまで炒める。さらに
　しめじと鶏肉を加えて炒め最後に①のマカロニと菜の花を入れて塩、こしょうで味を調える。
⑤　④にホワイトソースの１／２を入れて混ぜ合わせる。
⑥　⑤を耐熱皿に入れ残りのホワイトソースをかけて粉チーズをふりオーブンで焼く。
　（230～250度、約７～８分）

１人分　エネルギー385Kcal　蛋白質　16.2ｇ

　　　　塩分１ｇ　カルシウム221mg

（３月）

　平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
「
高
齢
者

虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対

す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
「
高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
養
護
者

の
支
援
を
行
い
そ
の
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
65
歳
以
上
の
者
に
対
す
る

養
護
者
お
よ
び
養
介
護
施
設
従
事
者
な

ど
に
よ
る
虐
待
を
高
齢
者
虐
待
と
し
、

次
の
よ
う
な
行
為
を
虐
待
と
定
義
し
て

い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は
？ 

【
身
体
的
虐
待
】

　暴
力
行
為
な
ど
で
、
身
体
に
傷
や
あ

ざ
、
痛
み
を
与
え
る
行
為
や
、
外
部
と

の
接
触
を
意
図
的
、
継
続
的
に
遮
断
す

る
行
為
。

【
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
】

　意
図
的
で
あ
る
か
結
果
的
で
あ
る
か

を
問
わ
ず
、
介
護
や
生
活
の
世
話
を
行

っ
て
い
る
家
族
が
、
そ
の
提
供
を
放
棄

ま
た
は
放
任
し
、
高
齢
者
の
生
活
環
境

や
高
齢
者
自
身
の
身
体
・
精
神
的
状
態

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
。

【
心
理
的
虐
待
】

　お
ど
し
や
ぶ
じ
ょ
く
な
ど
の
言
語
や

威
圧
的
な
態
度
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ
な

ど
に
よ
っ
て
精
神
的
、
情
緒
的
に
苦
痛

を
与
え
る
行
為
。

【
性
的
虐
待
】

　本
人
と
の
間
で
合
意
が
形
成
さ
れ
て

い
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性
的
な
行

為
ま
た
は
そ
の
強
要
。

【
経
済
的
虐
待
】

　本
人
の
合
意
な
し
に
財
産
や
金
銭
を

使
用
し
、
本
人
の
希
望
す
る
金
銭
の
使

用
を
理
由
な
く
制
限
す
る
行
為
。

相
談
窓
口

　こ
の
よ
う
な
高
齢
者
虐
待
を
未
然
に

防
ぎ
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
虐
待
の
早
期

発
見
に
よ
る
対
応
や
、
地
域
全
体
で
高

齢
者
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、
支
援
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　気
に
な
る
高
齢
者
が
お
ら
れ
る
と
き

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　福
祉
保
健
課
内

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　（
☎
75―

６
１
１
１
）

み
ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
虐
待

み
ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
虐
待
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まちの教育

　江
府
町
進
学
奨
励
金
制
度
は
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
、
高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
等
に
進
学
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し
て
奨
励
金
を
支
給
し

修
学
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

●

　支
給
対
象
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た
し
た
方

で
す
。

　①
江
府
町
内
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
及
び
高
等
専
門
学

校
、
大
学
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
に
在
学
す

る
者
。

　②
次
の
い
ず
れ
か
の
制
度
で
修
学
資
金
の
貸
与
、

ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
る
者

　
　★

　鳥
取
県
育
英
奨
学
金

　
　★

　鳥
取
県
専
修
学
校
奨
学
資
金

●

　支
給
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。
支
給
は
年
２

回
、
教
育
委
員
会
で
行
い
ま
す
。

　あ
ら
か
じ
め
支
給
す
る
日
を
連
絡
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
で
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　
　★

　自
宅
通
学
者

　
　月
額

　４
０
０
０
円

　
　★

　自
宅
外
通
学
者

　月
額

　６
０
０
０
円

●

　申
請
に
は
「
在
学
証
明
書
」
と
「
貸
与
決
定

通
知
の
写
し
」
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　電
話

　
　
　75―

２
０
０
５

〜「
学
び
た
い
」
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
〜

江
府
町
進
学
奨
励
金
支
給
制
度

の
お
知
ら
せ

　青
少
年
育
成
江
府
町
民
会
議
で
は
、
「
み
ん
な
で
守

ろ
う
青
少
年
、
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
い
笑
顔
に
な
ろ
う
」

を
合
言
葉
に
な
ご
り
雪
の
舞
い
散
る
２
月
16
日
、
『
ふ

れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
』
を
開
き
、
江
府
小
学
校
児
童
30

人
と
育
成
会
議
委
員
（
三
好
環
会
長
）
が
食
生
活
改
善

推
進
委
員
・
み
ち
く
さ
推
進
協
議
会
・
青
年
団
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
総
勢
50
名
が
参
加
。
児
童
は
、
大
人

に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い
き
ね
を
振
り

上
げ
，
よ
も
ぎ
餅
や
め
ず
ら
し
い
安
納
い
も
餅
な
ど
４

臼
を
つ
い
た
。

　三
好
会
長
は
、
「
地
域
の
人
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ

な
い
で
心
身
と
も
に
豊
か
な
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し

い
。
」
と
子
ど
も
達
を
激
励
し
、
つ
き
あ
が
っ
た
餅
は

き
な
こ
餅
や
か
つ
お
と
干
し
鯵
で
だ
し
を
と
っ
た
本
格

的
な
す
ま
し
の
雑

煮
で
舌
鼓
。
児
童

は
何
杯
も
お
代
わ

り
し
て
、
に
ぎ
や

か
に
交
流
し
ま
し

た
。
帰
り
に
は
あ

ん
こ
餅
の
お
土
産

も
も
ら
っ
て
、
み

ん
な｢

に
こ
に
こ｣

顔
の
「
餅
つ
き
大

会
」
で
し
た
。

青
少
年
育
成
江
府
町
民
会
議
主
催

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会

み
ん
な
で
楽
し
く
開
催

「きねは、真っすぐに下ろしてよ！」

「いつになく真剣」

「おいしいね！」
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まちの教育

　健康が気になるときや病気ですぐにでも病院に行かなければならないとき、「仕事が忙しいので行

くときがなく、まあ後でいいか」と考え、ついつい後回しにしたことはありませんか。または、そう

いう話を聞いたことはありませんか。私は、若いとき、結構そういうことをしていて、あるときふと

おもいだしたり、家族から指摘されたりして・「しまった！早く行かなければ。」とあわてて、日程

を調整して受診することがあったのを覚えています。しかし、50歳を過ぎたころからは、そういうこ

とはなくしました。というのは、自分の健康が気になりだしたということもあるでしょう。そして、

自分が病気のために長期にわたって職場を休んだら却ってほかの人の迷惑にもなるし、もしも自分が

倒れて命にかかわるようなことにならないかと心配すればするほどよけいにストレスがたまるので、

一時的に仕事を休んでも早く受診するようにしてきました。そう考えるようになったこともあって、

なんとか大病もせずに今でも元気に過ごしています。40年前、ある先生が「健康が全てではない。し

かし、健康がなければ全てはない。」と言われた言葉の重みを改めて強く感じます。

　人権・同和教育の視点からも、『ひとのことを大事にしよう』と思うなら、まずその前に自分のこ

とを大事にしていないと、『ひと』のことが本気になって考えられないと思うのです。言い方を変え

れば、自分のことを大事にしない人は、『ひと』も大事にできないと思います。つまり、自分のこと

が真剣に考えられる人は、『ひと』のことも自分に置き換えて一生懸命に考えられるだろうと思うの

です。

　特にこのごろは、体罰による自殺、スポーツ界の暴力、中国の大気汚染、北朝鮮の核実験、グアム

の殺傷事件などなど、人の人権・生命が脅かされる問題が毎日のように報道されており、その度に胸

が痛くなります。いま一度、人権・生命を尊重する精神と、同じ人間どうしの絆を取り戻す努力とを

生きる上での基本に考えたいものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム　　今も学ぶ一人

このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対

策室までお寄せください。

自分のことと結びつけて

　信じられないような家庭内暴力の発生がある家庭は自分を大切にでき

なかったり、それゆえ回りの人をも大切にできない土壌が知らず知らず

の内に醸成されるのかもしれない。かのマザー・テレサは、「この世で

一番不幸なのは飢えや病気ではない。一番不幸なことは自分がこの世で

必要とされていないと感じることである。」と言っています。この世で

ただ一つの自分の命、かけがえのない回りの存在。大切にたいせつにし

なければ・・・
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まちの教育

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊

だ
よ
り

５年生がやさしく教えてあげます

名刺交換もありました

体育の授業は広い体育館で

研修会で実践報告（江府小瀬尾教頭先生）

　平
成
24
年
度
の
学
校
お
助
け

隊
の
活
動
も
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
の
べ
300
件
を
こ

え
る
支
援
（
３
月
１
日
現
在
）

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
新
た
に
学
習
支
援
な
ど
に

参
加
い
た
だ
く
方
も
あ
り
、
活

動
の
す
そ
野
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。　２

月
に
は
、
学
校
お
助
け
隊

の
活
動
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
西

部
の
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
紹

介
す
る
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　県
の
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
会
で
、
江
府
小
の
瀬
尾
教
頭

先
生
が
、
実
践
発
表
を
さ
れ
ま

し
た
。
発
表
に
お
い
て
は
、
通

学
の
安
全
面
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
な
ど
、
小
学
校
の
統
合
時

に
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、

お
助
け
隊
の
み
な
さ
ん
の
支
援

の
お
か
げ
で
克
服
で
き
た
と
い

う
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
か
ら
は
、
「
『
で

き
る
と
き
に
、
で
き
る
こ
と
を
、

で
き
る
範
囲
で
』
と
い
う
無
理

の
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の

仕
方
が
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
形

で
、
多
く
の
支
援
が
な
さ
れ
て

い
る
の
が
す
ば
ら
し
い
。
」
と

い
っ
た
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

お
助
け
隊
の
み
な
さ
ん
が
、
進

ん
で
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
知

っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
来
月
か
ら
い
よ
い
よ

新
年
度
が
始
ま
り
、
ピ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
が
意
気
揚
々
と
通
学

し
始
め
ま
す
。
毎
年
お
願
い
し

て
い
ま
す
下
校
時
の
見
守
り
支

援
を
、
25
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
達
の
安
全
の
た
め
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各

家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　☎
（
75
）
２
２
２
３

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

どきどき、わくわく

体験入学がありました
どきどき、わくわく

体験入学がありました
　小学校では2月15日、中学校では2月22日に体験入学がありました。年長児、小学6年生の子ども達にとって

は、ドキドキわくわくの体験入学。いろいろな活動をさせてもらい、4月の入学が楽しみになったようです。

生徒会による学校紹介

中学校の先生による「数学」の模擬授業

授業を参観しました

　小
学
校
は
、
５
年
生
が
先

生
に
な
っ
て
、
算
数
・
体

育
・
音
楽
な
ど
の
模
擬
授
業

を
し
ま
し
た
。

年
長
児
の
感
想

「
さ
ん
す
う
を
、
も
っ
と
べ

　ん
き
ょ
う
し
た
い
で
す
。｣

「
め
い
し
こ
う
か
ん
が
、
た

　の
し
か
っ
た
で
す
。
」

「
み
ん
な
で
お
お
な
わ
と
び

　を
し
た
の
が
、
た
の
し
か
っ

　た
で
す
。
」

　中
学
校
は
、
２
年
生
の
生

徒
会
が
学
校
紹
介
を
し
た

り
、
授
業
参
観
に
引
率
し
た

り
し
ま
し
た
。

６
年
生
の
感
想

「
中
学
校
の
こ
と
が
よ
く
わ

　か
り
ま
し
た
。
」

「
入
学
が
楽
し
み
に
な
り
ま

　し
た
。
早
く
入
り
た
い
で

　す
。
」

「
授
業
が
少
し
難
し
そ
う
な

　の
で
、
が
ん
ば
り
た
い
で

　す
。
」
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Hello, everyone! 

　It is still very cold in Kofu-cho, though not as cold as January.  I recently caught a cold and have been 

doing my best to recover.  I can’t wait for Spring to come.  I want to see some flowers and leaves on the 

trees again.  In other news, I have recontracted and will be staying in Kofu-cho for another year. 

　Recently, I went to a college in Kurayoshi to participate in a cultural exchange with the students there.  

I learned about etegami, which was very fun.  I even made my own!  It was a very nice event and I’m 

glad I went.

 See you next month!

　Connie

こんにちは、みなさま。

　江府町はまだとても寒いですね。１月ほどには寒くはないですけど…。最近、私は風邪を引いてしまい、

元気になるためにしばらく頑張っていました。春が来るのが待ち遠しいです。また、花や木々の葉を見たい

ですね。それと、私は再契約をしましたので、江府町にもう１年間いることになりました。

　最近、私は倉吉にある大学に行って、大学生と一緒に文化交流のイベントに参加しました。私は絵手紙の

ことを習いましたが、とても楽しかったです。そして、自分の絵手紙を作りました！とてもいいイベントで

した。行ってよかったです。

　では、また来月！

　カーニー

カーニ
ー先生のほのぼのコラム⑦

初
め
て
の
お
買
い
物
（
高
知
市
朝
市
）

―

子
供
の
国
保
育
園
児
親
子―
にこにこ
事業

　３
月
３
日
、
子
供
の
国
保
育
園
（
年

長
児
）
を
対
象
に
「
初
め
て
の
お
買
い

物
」
（
に
こ
に
こ
事
業
）
が
あ
り
ま
し

た
。　今

回
の
事
業
は
、
生
活
の
手
段
と
し

て
行
う
「
お
買
い
物
」
を
親
子
で
体
験

し
て
も
ら
い
、
親
子
の
絆
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
日
、
11
組
22
名
の
親
子
が
参
加
、

朝
７
時
に
子
供
の
国
保
育
園
を
出
発
、

目
的
地
の
高
知
市
の
朝
市
を
目
指
し
ま

し
た
。

　一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
約
３
時
間

を
か
け
て
朝
市
に
到
着
、
初
め
て
の
お

買
い
物
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　朝
市
は
、
約
1.3
㎞
の
間
に
生
産
者
自

ら
商
品
を
売
る
多
く
の
店
が
並
び
、
ま

る
で
露
天
の
百
貨
店
の
よ
う
で
す
。

　初
め
は
、
朝
市
で
の
買
い
物
に
戸
惑

っ
て
い
た
園
児
た
ち
も
買
い
物
の
や
り

と
り
に
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
、
ひ
と
り

で
も
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　買
い
物
体
験
を
終
え
る
と
、
「
い
ち

ご
の
収
穫
」
を
体
験
し
よ
う
と
隣
り
の

南
国
市
に
向
か
い
ま
し
た
。

　高
知
県
は
、
太
平
洋
に
面
し
、
温
暖

な
気
候
で
す
。
メ
ロ
ン
な
ど
の
く
だ
も

の
の
栽
培
も
盛
ん
で
、
こ
の
時
期
は
、

春
の
「
い
ち
ご
の
収
穫
」
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　一
行
は
、
農
園
で
い
ち
ご
の
栽
培
な

ど
に
つ
い
て
も
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　高
知
で
一
足
早
い
春
の
味
覚
を
楽
し

ん
だ
あ
と
、
午
後
６
時
頃
に
子
供
の
国

保
育
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

　年
長
の
園
児
た
ち
は
、
生
産
者
が
直

接
販
売
す
る
商
品
を
買
う
こ
と
、
い
ち

ご
の
収
穫
な
ど
い
っ
ぱ
い
体
験
し
、
収

穫
の
多
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

高知市の朝市で「初めての買い物」を体験
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　江
府
町
農
業
委
員
会
は
江
府
町
に
対

し
、
昨
年
末
に
江
府
町
農
業
施
策
に
対

す
る
建
議
書
（
要
望
）
を
提
出
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
次
の
よ

う
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
下
蚊
屋
ダ
ム
湖
下
流
域
の
水
質
汚

濁
に
関
す
る
こ
と
。

　下
蚊
屋
ダ
ム
は
国
営
大
山
山
麓
総
合

農
地
開
発
事
業
に
よ
り
築
造
、
平
成
15

年
度
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
、
大
山
の
北

部
か
ら
西
部
の
１
市
３
町
に
ま
た
が
る

２
，
０
５
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
地
へ
の

か
ん
が
い
用
水
を
供
給
し
て
い
る
。
そ

の
水
源
は
、
俣
野
川
上
流
部
の
本
谷
川
、

細
谷
川
等
の
奥
大
山
の
源
か
ら
発
し
、

豊
富
な
水
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
一
方
、
下
蚊
屋
ダ
ム
は
、
上
流

部
に
大
規
模
農
家
（
岡
野
農
場
）
が
入

植
し
て
い
る
約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
笠
良

原
29

　、
瓜
菜
澤
11

　）
の
畑
地
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
農
地
は
、
平
成
17
年
以
降
、

江
府
町
農
業
委
員
会
が
耕
作
放
棄
地
対

策
と
し
て
あ
っ
せ
ん
を
開
始
、
岡
野
の

経
営
戦
略
と
も
合
致
し
、
現
在
の
40
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
大
規
模
な
経
営
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　下
蚊
屋
ダ
ム
に
お
い
て
濁
り
が
深
刻

に
な
っ
て
き
た
の
は
そ
れ
以
降
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　大
根
作
の
播
種
前
の
耕
う
ん
時
期
と
、

梅
雨
末
期
の
豪
雨
時
期
と
が
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
と
な
っ
て
お
り
、
耕
う
ん
直

後
の
黒
ぼ
く
土
壌
の
や
わ
ら
か
い
時
期

に
降
雨
が
あ
る
と
、
軽
い
黒
ぼ
く
は
、

散
布
さ
れ
た
肥
料
分
と
と
も
に
一
気
に

流
出
す
る
と
い
う
現
象
で
す
。

　流
出
し
た
濁
水
は
ダ
ム
に
せ
き
止
め

ら
れ
、
何
十
日
も
濁
っ
た
状
態
が
続
き
、

俣
野
川
ダ
ム
下
流
域
並
び
に
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
末
端
農
家
に
は
、
そ
の
間
は
に

ご
っ
た
水
が
供
給
さ
れ
る
状
態
が
続
く

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　と
く
に
、
平
成
24
年
の
よ
う
に
降
雨

量
が
少
な
く
、
貯
水
量
が
少
な
く
な
っ

た
と
き
に
は
、
ダ
ム
湖
内
の
栄
養
分
も

豊
富
、
ま
た
水
温
も
適
度
に
上
昇
す
る

た
め
「
ア
オ
コ
」
の
発
生
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　こ
う
い
っ
た
下
蚊
屋
ダ
ム
の
状
況
に

対
し
、
町
で
は
単
町
の
み
で
は
打
て
る

対
策
に
限
界
が
あ
る
と
判
断
し
、
農
政

局
等
の
国
の
機
関
へ
協
力
要
請
、
ま
た
、

昨
年
10
月
の
鳥
取
県
農
林
部
長
と
の
意

見
交
換
会
に
お
い
て
も
協
力
を
要
請
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
県
段
階
に
お
い
て
は
、

関
係
機
関
に
よ
る
会
議
を
開
催
、
平
成

25
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
２
カ

年
計
画
で
、
畑
地
に
お
け
る
黒
ぼ
く
流

出
防
止
対
策
の
検
討
、
実
施
に
つ
い
て

予
算
要
求
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

（
県
、
町
と
も
２
分
の
１
）
、
と
も
に

対
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
農
政
局
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

ダ
ム
湖
内
に
お
け
る
濁
水
対
策
と
し
て
、

独
自
に
予
算
要
求
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
後
と
も
、
国
、
県
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
対
策
の
検
討
、
実
施
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　全
国
的
に
も
、
事
例
が
少
な
く
、
困

難
な
課
題
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

農
業
委
員
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
被

江
府
町
農
業
施
策
の
建
議
（
要
望
）
回
答
を
受
け
る

江
府
町
農
業
施
策
の
建
議
（
要
望
）
回
答
を
受
け
る

ha

ha

害
状
況
等
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

対
策
の
参
考
と
な
り
ま
す
の
で
提
供
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
農
地
、
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金

制
度
の
積
極
的
な
取
組
に
つ
い
て

　当
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
集
落
の
実
施
希
望
調
査
、
集
落
説

明
会
を
行
う
な
ど
、
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
、
農
業
委
員
会
事
務
局
体
制
の
強
化

に
つ
い
て

　以
前
か
ら
職
員
一
人
の
職
場
と
な
ら

な
い
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
は
十
分
な
対
応

が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
町
全
体
の
機
構
を
見
直
す

中
で
、
適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
、
出

来
る
限
り
配
慮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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農
業
委
員
会
総
会
（
２
月
）

審
議
案
件
す
べ
て
承
認
。

　農
用
地
利
用
集
積
計
画
書

　５
件

　平
成
25
年
春
の
農
作
業
標
準
賃
金

　の
決
定

３
月
の
農
地
相
談
会

農
地
に
関
し
て
日
頃
困
っ
て
お
ら
れ
る

事
や
疑
問
に
思
わ
れ
て
い
る
事
な
ど
農

業
委
員
が
受
付
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
25
年
３
月
29
日
（
金)

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

◎
場

　所

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

平成25年 春の農作業標準賃金

＊水田・地域の条件等により、これを基準に相互間で話し合って料金を決定してください
＊これは、消費税を含まない金額です。

区　　分 備　　　考標準賃金(税なし)

手 植

機 械 植

耕 起

荒 お こ し

荒 が き

代 が き

荒 代 が き

7,000円

6,000円

6,000円

6,000円

5,000円

6,000円

7,500円

7,000円

１日８時間の賄いなし

ほ場整備済田・すみ植なし(10a当たり)

ディスクロータリー

ほ場整備済田（10a当たり）

（荒かき・代かき同時作業）

１日８時間の賄いなし一 般 農 作 業

田
植

機

　
　械

　青
色
申
告
者
を
対
象
に
し
た
標
記
講
習
会
を
、
農

業
改
良
普
及
所
渡
辺
主
幹
、
農
業
会
議
倉
益
次
長
を

講
師
に
招
き
、
１
月
31
日
か
ら
２
月
19
日
ま
で
合
計

４
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

 

　参
加
者
は
７
名
で
し
た
が
、
認
定
農
業
者
の
山
本

信
男
さ
ん
は
、
「
勘
定
科
目
へ
の
振
分
け
、
経
営
全

体
に
占
め
る
機
械
導
入
の
割
合
な
ど
詳
細
に
指
導
を

受
け
、
ス
ム
ー
ス
に
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
告
書
が
作

成
で
き
た
。
」
と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　一
度
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
を
作
成
す
る
と
次
年
度

か
ら
は
楽
に
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
毎
年
実

施
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
農
業
簿
記
ソ
フ
ト
「
ソ
リ
マ
チ
」
の
購
入

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記

　
　
　
　講
習
会
を
開
催

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記

　
　
　
　講
習
会
を
開
催

ひ
と
こ
と

　冬
に
な
る
と
遠
く
北
の
国
か
ら
ハ
ク

チ
ョ
ウ
や
カ
モ
な
ど
た
く
さ
ん
の
水
鳥

が
日
本
へ
や
っ
て
き
ま
す
。
シ
ベ
リ
ア

か
ら
厳
し
い
寒
さ
を
避
け
て
、
ゆ
る
や

か
な
暖
か
い
日
本
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

数
千
キ
ロ
の
長
い
過
酷
な
旅
を
し
て
き

た
水
鳥
が
頼
り
に
し
て
い
る
の
が
日
本

の
田
ん
ぼ
で
す
。
雑
草
の
種
な
ど
を
食

べ
、
水
鳥
に
と
っ
て
大
切
な
食
堂
と
な

り
ま
す
。
島
根
県
東
部
に
広
瀬
町
が
あ

り
、
そ
の
付
近
の
田
ん
ぼ
に
は
多
数
の

ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
。
今
年
の
豊
作
状

況
を
談
笑
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　厳
し
い
寒
さ
も
先
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
も
う
春
も
間
近
。
農
家
の
皆
様
、

暖
か
い
日
ざ
し
の
中
で
は
胸
い
っ
ぱ
い

外
気
を
吸
い
こ
み
ま
し
ょ
う
！
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このページは日南町、日野町、江府町、日野総合事務所が連携、共同して情報発信しています。(鳥取県日野地区連

携・共同協議会実施事業）今回は、エコツーリズムの取組みの紹介です。

日
野
郡
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　日
野
郡
に
は
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と

こ
ろ
に
輝
く
宝
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
大
山
や
日
野
川
な
ど
の
美
し
い
自

然
、
「
た
た
ら
」
や
奥
大
山
古
道
、
出

雲
街
道
な
ど
の
歴
史
文
化
、
ヒ
メ
ボ
タ

ル
や
オ
シ
ド
リ
な
ど
の
生
き
物
、
お
い

し
い
水
や
食
べ
物
等
々
。
い
ず
れ
も
魅

力
あ
る
宝
物
の
よ
う
な
地
域
資
源
で
す
。

　近
年
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
活
か

し
て
多
く
の
人
と
交
流
し
よ
う
と
す
る

地
域
の
活
動
が
盛
ん
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に

磨
き
上
げ
、
い
く
つ
か
を
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
魅
力
あ
る
日
野
郡
版
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
旅
行
商
品
を
作
ろ
う
と
、

日
野
郡
内
の
行
政
、
民
間
団
体
、
企
業

な
ど
の
機
関
で
組
織
す
る
「
日
野
郡
広

域
交
流
促
進
協
議
会
」
（
以
下
「
交
流

協
」
）
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
メ
ニ
ュ
ー

づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

日
野
郡
に
は
輝
く
宝
が
あ
る

日
野
郡
版
エ
コ
ツ
ー

　
　
　
　メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り

　最
近
、
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
せ
ん
か
。

　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
な
ど
、

地
域
資
源
の
魅
力
を
観
光
客
に
伝
え
る

こ
と
で
、
地
域
住
民
自
ら
が
資
源
の
価

値
や
大
切
さ
を
理
解
・
再
評
価
し
、
保

全
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
観

光
の
考
え
方
で
す
。
観
光
客
に
こ
の
す

ば
ら
し
い
地
域
を
鑑
賞
し
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

暮
ら
し
の
安
定
や
、
資
源
の
保
護
、
保

全
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　鳥
取
県
で
は
、
美
し
い
自
然
や
、
温

泉
、
歴
史
文
化
、
美
味
し
い
食
べ
も
の

な
ど
の
資
源
を
生
か
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
10
月
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国

際
大
会
２
０
１
３
in
鳥
取
」
が
開
催
さ

れ
、
日
野
郡
内
で
は
江
府
町
の
鏡
ヶ
成
、

日
野
町
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や｢

た
た
ら｣

な
ど
が
国
際
大
会
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
（
体
験
型
ツ
ア
ー
）
と
な
る
予

定
で
す
。

日
野
郡
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

今
秋
、｢

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会
」
開
催
！

注
目
さ
れ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

日
野
郡
も
国
際
大
会
の
会
場
に

日
野
郡
版
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
現
地
調
査

日
野
郡
版
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
現
地
調
査

◆
調
査
時
期

：

平
成
24
年
10
月
〜
11
月

◆
参

加

者

：

交
流
協
会
員
と
関
係
者

　
　
　
　
　
　10
数
名

◆
調
査
場
所

：

日
野
郡
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

【鳥取岡山県境の眺望スポット】【日本一の金運スポット】

鬼女台展望休憩所（江府町鏡ヶ成）
はるか大山を展望。雲海や日の出も観
ることができる絶好の眺望スポットで
す。

金持神社（日野町金持）
全国からもたくさんの参拝者が訪れま
す。お賽銭の準備をして金運アップを
祈りましょう。
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【高原景観を楽しむスポット】【大国主命の復活スポット】

呼子高原（日南町菅沢）
呼子キャンプ場の奥には、平坦な
里山やきれいな清流があります。
まだあまり知られていない穴場で
す。

大石見神社（日南町上石見）
珍しい突然変異種のオハツキタイ
コイチョウを多くの人に知っても
らいたい！

○
出
雲
街
道
は
岡
山
県
新
庄
村
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
も
の

　が
で
き
れ
ば
お
も
し
ろ
い
。

○
サ
ク
ラ
ソ
ウ
保
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
組
み
入
れ

　た
３
月
の
花
の
観
察
会
を
や
っ
て
み
た
い
。

○
11
月
上
旬
の
紅
葉
の
綺
麗
な
時
期
に
4.8
㎞
で
奥
大
山
古

　道
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

○
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会
が
あ
る
の
で
、
大
山
地
域

　と
協
力
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
た
い
。

○
自
然
を
守
り
な
が
ら
活
動
を
続
け
、
よ
り
多
く
の
人
に

　地
域
の
宝
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

◆
日
野
郡
版
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
メ
ニ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　造
成
に
向
け
た
参
加
者
の
声

エコツーリズム国際大会2013 in 鳥取

2013.10.19(土)－21(月)
主会場：米子コンベンションセンター

【大会テーマ】

【大会シンボルマーク】

【主　催】　エコツーリズム国際大会2013 in 鳥取実行委員会

【共　催】　ＮＰＯ法人　日本エコツーリズム協会

森･里･海、水の連環と人々の営み
鳥取ならではの自然、歴史、文化などにふれる体験型観光についての講

演、エクスカーションなどを実施し、「住まうように旅する」とっとり

スタイルのエコツーリズムを世界に発信します。

◆リボンのモチーフは水の繋がりを表すとともに、

　どこかが途切れてしまえば成り立たなくなってし

　まう自然の連環を表します。

◆デジタルハリウッドSTUDIO米子第１期受講生北

　里彩絵さんと大会事務局が協同で作成しました。

　今
後
、
交
流
協
で
は
モ
デ
ル
コ
ー
ス

や
各
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
た
「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
日
野

総
合
事
務
所
Ｈ
Ｐ
で
日
野
郡
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
た
り

す
る
な
ど
、
日
野
郡
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
予
定
で
す
。
日
野
版
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
具
体
化
し
、
日
野
郡
を
元
気

に
！
が
目
標
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
の
商
品
化
を
目
指
し
て

　ま
ず
、
郡
内
資
源
の
魅
力
を
知
ろ
う

と
、
昨
年
秋
に
郡
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
を
現
地
調
査
し
、
ど
う
活
か
し
て

い
け
ば
よ
い
の
か
を
皆
で
検
討
し
ま
し

た
。　次

に
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
〈
オ
シ

ド
リ
観
察
〉
↓
〈
根
雨
宿
・
出
雲
街
道

ま
ち
歩
き
〉
↓
〈
古
民
家
体
験
〉
↓

〈
山
里
の
自
然
体
験
〉
と
い
う
冬
季
の

モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
り
、
ガ
イ
ド
候
補

の
方
を
対
象
と
し
た
お
試
し
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。
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本人通知制度についてのお知らせ

■本人通知制度とは

　この制度は、戸籍謄抄本又は住民票の写しなどの証明書を本人の代理人やそれ以外の第三者に交付した場合に、

事前に登録した人に対して、証明書を交付した事実を郵送により通知する制度です。

　※この制度は、証明書の交付を制限させるものではありません。

　この制度により、委任状偽造による不正請求の防止や不要な身元調査のための不正取得による個人の権利侵害

の防止の効果が期待できます。

■本人通知の対象となる証明書

　⑴　住民票の写し、住民票の記載事項証明（本籍及び筆頭者の記載のあるもの）

　⑵　戸籍の附票の写し

　⑶　戸籍謄抄本、戸籍の記載事項証明（全部事項証明、個人事項証明、一部事項証明）

　※消除された住民票、除かれた戸籍も含みます。

　※ただし、請求者又は請求の理由によって通知の対象とならない場合があります。

■本人通知に記載される事項

　本人の代理人やそれ以外の第三者に証明書を交付した場合、次の項目が通知されます。

　⑴　交付年月日　⑵　交付した証明書の種類　⑶　交付通数　⑷　請求者の種別（代理人、第三者の別）

　※交付請求者の氏名、住所は通知されません。

■登録の対象者

　江府町に住民登録又は本籍がある方（過去にあった方）

　　※制度を利用できるのは、登録された方に限ります。同一の戸籍・住民票（同じ世帯）に記載のある方でも、

　　登録をしなければ通知の対象とはなりません。

■問い合わせ先　町民生活課　☎75－3223

4月1日から町営バスの運行路線および運行時刻が改正になります

　１月31日（木）に「江府町地域公共交通会議」が開催され、平成25年度から始まる江府中学校建設に伴い、町

営バスの利便性の向上、効率化、安全運転に向け、運行路線・運行時刻の見直しの協議が行われ、以下のとおり

改正することとなりました。

■町営バス運行の主な改正点

・夜振橋停留所は廃止となります。

・貝田線は大河原線に統合されます。。

・柿原線第1便の始発時刻が変更となります。

・下安井線第2・3便の江尾̃下安井区間が巡回運行されます。

・その他運行時刻の微調整が行われます。

※くわしくは、各戸に配布します「江府町営バス時刻表」をご覧ください。

■問い合わせ先　町民生活課　☎75－3223

＜制度の流れ＞

　事前登録…通知を希望する方が事前に登録を申し込みます。

　　↓

　代理人・第三者から

　　の住民票などの請求…請求内容を審査のうえ交付します。

　　↓

　登録者へ通知…事前に登録された方に交付した事実を通知します。
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平成25年度とっとり県民カレッジ「未来をひらく鳥取学」受講生募集

　ふるさと鳥取県を再発見したり、地域社会が直面する現代的課題を学んだりする県民のための生涯学習講座です。
　今年度も県内外で活躍の講師をお招きしておりますので、参加をお待ちしています。
■会　場：東・中・西部会場　各３回
　　　　〈全県合同公開講座〉
　　　　■日　時：８月17日（土）13:30～15:15
　　　　■内　容：「日本人の品格～今、伝えたい大切なもの～」
　　　　■場　所：米子市文化ホール
　　　　■講　師：坂東眞理子氏（昭和女子大学学長）

　　※その他の講座の日時・会場など、詳しくはお問い合せください。
■資料代：年間1,000円（公開講座のみの参加は無料）※大学生以下無料
■応募方法：ハガキ、ファクシミリ、メールなど　■応募締切：４月25日（木）
■申込み・お問合せ先
　とっとり県民カレッジ本部（県教育委員会家庭・地域教育課内）
　〒680－8570　鳥取市東町1-271　　☎　0857－26－7944　FAX　0857－26－8175　E-mai l　kenmincol lege@pref.tottor i . jp

無料で配布。外国人のための「防災ハンドブック　やさしい日本語版」

　国際交流団体では、やさしい日本語による外国人向けの防災ハンドブックを作成しま

した。このハンドブックでは、防災行政無線で伝えられる情報の意味が分からない、

「津波」という言葉は知っていても、「高台」という言葉を知らなかったために避難で

きなかった、優良だと思って避難所へ行かなかったなど外国人の視点から、災害の危険

性を知ること、その危険から身を守るためには防災が必要であること、普段から災害に

関する知識やいざという時の心構えを持つことで、災害の被害を最小限に食い止めるこ

とができることを伝えるものとなっています。

■問い合わせ先　鳥取県国際交流財団本所　☎0857-31-5951

西部消防局からのお知らせ

■市町村別119番通報　電話種別受付回数（平成24年１月～12月）■

　近年、携帯電話ＩＰ電話による通報が増えてきています。携帯電話で通報するときは、住所や目標物などを確

かめ、あわてずに正確な通報に心がけましょう。また、車で移動中は安全な場所で停車してから通報しましょう。

　西部消防局では、指令センター見学を随時受け付けています。

　詳しくは指令課（電話0859－35－1960）までお問い合わせください。

※固定：固定電話（ＩＰ電話含む）　※携帯：携帯電話

火 災 救 助 警戒・その他 風 水 害 救 急
合 計

携 帯固 定携 帯固 定携 帯固 定携 帯固 定携 帯固 定

米 子 市

境 港 市

日 吉 津 村

大 山 町

南 部 町

伯 耆 町

日 南 町

日 野 町

江 府 町

合 計

25 

9 

0 

6 

2 

4 

2 

2 

1 

51 

36 

8 

2 

10 

2 

2 

0 

1 

0 

61 

11 

3 

1 

2 

1 

0 

3 

3 

0 

24 

31 

5 

1 

15 

3 

5 

0 

1 

3 

64 

268 

49 

3 

21 

6 

6 

2 

12 

13 

380 

278 

49 

6 

25 

11 

6 

2 

2 

12 

391 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

2 

1 

0 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

5 

4,082 

962 

67 

505 

290 

334 

307 

138 

174 

6,859 

1,751 

325 

47 

177 

80 

103 

34 

38 

34 

2,589 

6,484 

1,411 

127 

763 

395 

460 

350 

197 

238 

10,425 

災害種別

市町村
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informationinformation

くらしの情報

新着図書案内新着図書案内新着図書案内
♪江府町立図書館♪
平　日　8：30～19：00
土日祝　8：45～17：30

開館時間

＊社会
　意欲のある人求めます。ただし60歳以上／加藤景司

＊自然
　137億年の物語／クリストファー・ロイド

　カラー版よくわかる日本のきのこ図鑑／きのこ雑学研究倶楽部

＊健康
　ビタミンＣは人類を救う!!／川口友万

　１日３分で、医者いらずの体になる／長谷川智

　不安で押しつぶされそうな時の「瞬間呼吸法」／響怜於奈

＊生活
　決定版手作り収納百科／ドゥーパ！編集部

　野菜パワーたっぷりのベジスイーツ／浜内千波

　森田空美のシンプル美着付け／森田空美

＊技術
　金継ぎのすすめ／小澤典代

　インテリアのペイント・テクニック・ブック／m+oss

＊文学
　望郷／湊かなえ

　ふくわらい／西加奈子

　輝天炎上／海堂尊

＊ＹＡ(小学校高学年～高校生向き図書)
　トリシアは魔法のお医者さん!!／南房秀久

＊児童
　とっておきの標語／村上しいこ

　魔女のシュークリーム／岡田淳

　ありがとう３組／乙武洋匡

　せんせいといっしょ／マリアン・クシマノ・ラブ

＊絵本
　とうふちゃん／あだちとも

　田んぼの一年／向田智也

　デザインあ＊あなのほん／NHKエデュケーショナル

　やさしさのタネ／おぐろよしこ

　はしをつくる／ライアン・アン・ハンター

　（75）2005

◆図書館の本は、みんなの本です。注意して扱いましょう。

◆もしも本が破損したり、汚れたりした場合には、そのままの状

態で図書館へお持ちください。図書館員が補修いたします。

◆セロハンテープ・のり等を使っての補修は厳禁です。経年

とともに劣化してしまいますので、絶対におやめください。

★ みんなの本を大切に ★

地震への備え（感震ブレーカー）

　地震後に発生することが多い火災の原因の多くには、電気が関わっています。

　このような電気火災を防止するため、鳥取県では感震ブレーカーの設置促進に取り組んでいます。

◆感震ブレーカーは、地震発生時に皆さんを守ります

　感震ブレーカーは、地震を感知する信号が震度６等の設定値以上になった場合に、ブレーカーを遮断します。

　火災を防止するために、ブレーカーを落とそうと地震後に建物の中に戻るのは非常に危険です。感震ブレーカ

ーが設置されていれば、自動的に電気を遮断できます。多くの家庭に設置されれば、その地域の防火対策にもつ

ながります。

電気火災の原因

■器具の破壊・破損による直接発火

■通電状態等による発熱・発火

■再送電時による発熱・発火

■問い合わせ先　

　県庁消防防災課　

　☎（0857）26‐7082



日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2
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10

11

12

13

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

江尾診療所

総合健康福祉センター

江府中学校

入学式14:00～

10:00～

10:00～12:00

もの忘れ外来

江府小学校始業式

江府中学校始業式

江府中学校入学式

江府小学校入学式

家族の会

受付
13:00～17:00

　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関でお

支払いください。

　なお、口座振替の方は、左記期限が振替日です。

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
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祈
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。
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２
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4月 AP R I L3月 MARCH 行事カレンダー

今月の国民年金
納付期限 ３月分　平成25年４月30日まで

19 平成25年３月号

応援ありがとうございます！

平成25
年

3月1日
現在

延申込件数 　203件
（前月比＋13件）

延寄付金額  265万円
（前月比＋12万円）

ふ る さ と 納
税

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

江尾診療所

総合健康福祉センター2階

総合健康福祉センター2階

10:00～12:00

14:00～15:30

13:30～15:30

13:30～15:00

9:30～11:30

家族の会

公民館講座(フラダンス)

江府小学校卒業式

公民館講座(墨彩画)

もの忘れ外来

江府小学校・江府中学校修了式

補聴器修理相談会
（中国補聴器センター）

補聴器修理相談会
（トーシン補聴器センター）

受付
13:00～17:00

黒坂警察署からのお知らせ

○カギ掛けは盗難被害を防ぐ第一歩

　昨年中、黒坂警察署管内で発生した車上ねらいの約

９割、自転車盗の全てが無施錠による被害でした。

　これらの被害は、外出先などにとめていた場合だけ

でなく、自宅にとめていた場合でも被害が発生してい

ます。

　また、無施錠箇所を狙った空き巣も発生しています。

　「ほんのちょっとの間だか

ら…」でも油断は禁物です。

　日頃から、「カギ掛け」を

心がけ、盗難被害を防止しま

しょう。

お詫びと訂正

１月号3ページ「特集」み年生まれ大集合で

太田幸恵さんとありましたのは、太田幸江さんの誤りです。

お詫びし、訂正いたします。



2月･3月誕生 地域の宝物2月･3月誕生 地域の宝物2月･3月誕生 地域の宝物 発行月に誕生日を迎えられる満５歳までのお子さんの

写真を募集しています。住所・お子さんの生年月日・

保護者氏名を記入のうえ、30字程度のコメントを添え

て総務課まで郵送、持参、メールをしてください。（保育園編）

地域の子どもは地域で守ろう地域の子どもは地域で守ろう

発行／江府町役場 編集／総務課　印刷／冨士印刷（有）
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475
TEL（0859）75－2211　FAX（0859）75－2389
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/

保育園での
遊びで

好きなこと

　２
月
末
に
は
春
一
番
が
吹
き
ま
し
た
。

日
増
し
に
春
の
足
音
が
大
き
く
な
る
今

日
こ
の
頃
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、

最
近
の
行
政
事
務
で
は
、
平
成
24
年
度

の
補
正
予
算
編
成
及
び
平
成
25
年
度
の

予
算
編
成
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
３

月
11
日
開
会
予
定
の
３
月
定
例
議
会
に

上
程
い
た
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
補
正

予
算
に
お
い
て
は
、
国
の
経
済
対
策
事

業
を
活
用
し
た
防
火
水
槽
整
備
、
小
学

校
空
調
整
備
、
道
路
補
修
、
水
道
遠
隔

操
作
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
計
画
い
た
し
ま

し
た
、
併
せ
て
決
算
に
向
け
て
の
予
算

整
理
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

平
成
25
年
度
は
江
府
町
制
施
行
60
周
年

に
な
り
ま
す
。
秋
に
は
記
念
式
典
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
予
算
で
は
、

建
設
か
ら
50
数
年
経
過
し
た
江
府
中
学

校
の
校
舎
建
設
に
つ
い
て
、
３
年
前
か

ら
江
府
中
学
校
在
り
方
委
員
会
、
建
設

検
討
委
員
会
、
議
会
庁
舎
等
調
査
特
別

委
員
会
で
協
議
検
討
い
た
だ
き
、
現
在

は
設
計
中
で
あ
り
ま
す
。
25
年
度
に
は

施
設
建
設
の
予
算
を
計
上
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
少
子
化
の
中
で
す
が
、｢

教
育

は
国
と
地
域
を
支
え
る
根
幹
で
あ
る｣

と
の
思
い
か
ら
整
備
さ
れ
た
環
境
の
下

で
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
格

段
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
が
「
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
予
算
を
編
成

い
た
し
ま
し
た
。

　春
ま
じ
か
と
な
り
ま
し
た
が
町
民
の

皆
様
に
は
お
体
を
ご
自
愛
い
た
だ
き
元

気
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ままごとコーナーでごちそ
うをつくってあそぶのがた
のしいです。

はやし　りゅうきちゃん(4才)

まだあかちゃんなのでおは
なしができません。もうす
こしまっててね。

おかだ　うるあちゃん(1才)

ままごとでおとうさんのや
くをするのがたのしいで
す。

なかだ　つよしちゃん(5才)

まだあかちゃんなのでおは
なしができません。もうす
こしまっててね。

かとう　ももかちゃん(1才)

おともだちとままごとであ
そぶのがだいすきです。

どい　なゆせちゃん(6才) まだあかちゃんなのでおは
なしができません。もうす
こしまっててね。

しらかわ　ゆめかちゃん(1才)

ままごとあそびがだいすき
です。

もりた　あむちゃん(3才)おりがみでかみひこうきを
つくってあそぶのがすきで
す。

みやもと　けいしちゃん(5才)
ねんどあそびがだいすきで
す。

なかだ　あつしちゃん(2才)

町

長

後

記

町

長

後

記


